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　To　enable 　the　accurate 　application 　of　the　eye 　medication 　into　an 　inpatienビseye 　during　the　recovery 　stages 　of

ぼeatment 　for　cataract 　disease，　an 　easy 　to　use 　eye 　drop　assisting 　device　which 　can 　be　operated 　with 　one 　hand

was 　tested．

　The　device　tested　was 　pharmaceutically　evaluated 　regarding 　 such 　points　as　the　abHity 　for　the　eye 　medication

conlainer 　to　be　fixed　 onto 　the 　device，　the　abiiity 　to　maintain 　 a　suitable 　he正ght　for　Ihe　applica ヒion　 while 　 taking

into　accounI 　the 　length｛）f　the　eyelashes ，　and 　Ihe　sense 　of 　com 『ort　for　the　patient
’
s　face　while 　using 　this　device．

　As　a　res山 ，　by　making 　a　slit　on 　to　the　eye 　drop　assisting 　device，　the 　solution 　container 　could 　be　easily 　fixed

to　Ihe　device．　Fu質hemore，　the　findings　indicated　that　the　recommended 　height　of 血 e 　device　 should 　b¢ 46mm ．

Since　this〔irop　assisting 　device　can 　be　operated 　by　one 　hand ，　it　was 　detemined　that　inpatients　with 　ophtha 卜

mic 　disease　could 　also 　use 　this　device　just　the 　same 　as　cataract 　inpatients　do・
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は じ め に

　白内障手術後 に，患者 は消炎 と感染予1坊の た め，数 カ

月 に わ た っ て 1 日に 4 回，清潔 か つ 正確に 点眼 を行 わな

け れ ば な らな い ．しか し，多くの 白内障手術患者 は 高齢

で あ り，  指先 の ピ ン チ カ の 低 下 に よ り点眼瓶 を上 手 に

押 せ ない ，  滴下位置を適切 （眼内） に 調節 で き な い ，

  眼 と点眼瓶の 距離 を適切 に 調節で きな い ，な どの た め

に 自己点眼 で きな い 場合 が 少 な く な い
L．2〕．特 に，点眼

瓶 の 先 端が 眼球 や 眼 周囲 に触 れ る と点眼液 に微生物汚染

の 起 こ る危 険 性 が 懸念 され る ．また ，点眼液汚染 が，点

眼 瓶 の 先端が 眼 に接触 して い る 患者 が 高率 に み られ た と

の 報告 もあ る 3，．今 まで さ ま ざま な 点眼補 助 器 具 が考案

され ，その 使 用 方法が 報告 され て い る
4
飢　しか し，片

手で 簡易 に操作可 能 と す る 報告例 は 少 な く
7）

，
そ の 報告

例 に よれ ば ， 固 定度 ， 安定度が 不確実で あ る，

　 こ れ まで 著者 らは，以 前 よ り報告 の あ る生 理 食塩液の

空 き容器 を利用 した 点 眼 補 助 器 具 （補 助 器 具 ）を取 り入
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れ て 指導 を行 っ て きた S ，しか し，補助 器具 と点眼瓶 と

を固定で きな い た め に ，補助 器 具 を取 り扱 う こ との 困難

な上 肢機 能 障害患 者 を経験 した，一
方，著者らは 眼科領

域の 手術後患者 に対す る 適切 な点眼薬 の 操作 の 向 ヒを図

る 目的で ，点眼薬 に つ い て 点眼時の 容器 を押す位 置 と，
そ の 時の 応力，す な わ ち 容 器 にか か る力 を求 め

，
こ れ ら

の 関係 か ら点眼薬 の 容器 の 押 しや す い 位置 に 関す る検

討
9）
，点眼 液

一
滴 の 用量が それ ぞれ点眼瓶 間 で 異 な る こ

と，また内容液量 に差 が あ る こ と を報告 して きた
10，．今

回 ， 著者 ら は 操作性 の 質の 向上 を 目指 し点眼瓶 と補助器

具 と を 固定 で き， かつ 片手で操作可 能 な簡易な点眼補助

器 具 を作製す る こ と と した．そ して ，rtl内障手術患者 を

対 象 に，作 製 した点眼補助器具の 使用感，応用性 を評価

した，

方 法

1． 点 眼状 況 の 調査

　平成12年10月〜
平成 12年12月まで の 3 カ 月 間 に 白内障

手術 目的 で 入 院 し た53歳 か ら85歳 ま で の 19名 （男 性 8

名，女性11名）を対 象 に，手 術 前服薬指導時 に 自己 点眼

の 確認 を行い ，以下 の 項 H を調 査 した．

　 1）滴下 位置 の 調査

　点眼後の 眼球を中心 と した滴 下位置を調 査 した．結 果

は
，   眼内 に 滴下 ，  眼内以 外 に 滴下 ，

の 2段 階 に分 類

し，薬剤師が判定 した．

　 2）点眼瓶先端 と眼 との 距離の 調 査

　患者 に点 眼 して も らい ，点眼瓶の 先端か ら眼 まで の 距

離 を調査 した．結果 は，  眼に つ い て い る ，   眼 や 睫毛

に 接触す る 危険性有 り （睫毛 先端 か ら 5mm 以内）， 

眼 や 睫毛 に 接触す る 危険性無 し，の 3段階で 分類 ， 評価

した．しか し，患 者 は 手術 の た め あ らか じめ 睫毛 を切 り

落として い るの で，手術 を行 わ ない 眼の 睫毛を参考と し

て ，薬剤師が判定 した．

2． 点眼補助器具 の 作製

　 1｝補助 器具の 作製方法

　 （a ）改良前補助 器 具

　市販 の 大塚生 食注  100mL （Fig．1−A ） の 空き容器 を

利 用 して ，容器先端 か ら25mm 部 分 ，容 器底面 か ら50

mm 部分 を切 り除 い て 作製した （Fig．1−B）．

　（b）改 良後補 助 器 具

　改 良前補助器具 （Fig，1−B ）同様，市販の 大塚生食注e

100mLの 空 き容器 を利用 した．容器 先端 に あ る ゴ ム と

そ の 奥の 薄膜 を切 り除 き （Fig．1−C ），先 端部分 に 8 箇

所縦 に切 り込 み を入 れ た （Fig．1−D）．

　2 ）補助器 具 へ の 点眼瓶固定可能 に つ い て の 検討

医療 薬学 Vol．27，No．6 （2001）

　当院採 用 12種類 の 点眼瓶 を先端部分 の 形 状 に よ り，4

種類 に 分類 し，点眼瓶 を 実際 に 補助器 具 に 取 り付 け

（Fig．1−E），固定可能か どうか を検討 した （Fig．2）．
・Type　1 …用時 溶解 タ イ プ．（ビ バ レ フ リ ン

 
点 眼 液

　0．1％，サ ル ペ リ ン
 
点 眼 液 1％，タ チ オ ン  

点 眼液

　 2 ％，カ タ リ ン  
点眼液）

・Type　2…ボ トル キ ャ ッ プ タ イプ．（カ リ
ー

ユ ニ  
点眼

　 液）

・Type　3 …三 揃え タ イ プ．（ベ トプ テ ィ ッ ク
 
点眼液，

　バ ク シ ダー
ル

 
点眼液，ジ ク ロ ードO

点眼液，リ ン デ

　ロ ン   液0．1％ ，ア ド ソ ル ボ カ ル ピ ン  点 眼液 2 ％
，

チ

　 モ プ トール   点 眼 液0．5％ ）

・Type　4…チ ッ プ ア ン ドキ ャ ッ プ タ イプ．（ク ラ ビ ッ

　 ト 
点眼液）

　 3 ）補助器具の 高 さの 検討

　（1 ）高 さ の 異なる 補助器 具 の作製

　全長51mm ，46mm ，41mm ，36mm の 高 さ を設 定し，4

種類 の 補助 器 具 ［High （H ），　 Middle（M ），　 Low （Low ）

Low ・Low （LL ）］を作製 した （Fig．3）．

　（2 ）睫毛 に つ かない 高 さの検討

　 a ：補 助 器具底面 か ら点眼瓶先端まで の 距離 の 測定

　 3種 類 の 補 助 器 具 （L，M
，
　 H ） に，本院 で 白内障手

術後 に 使用 さ れ るバ ク シ ダー
ル

 
点眼液 ， ジ ク ロ ード 

点眼液，リ ン デ ロ ン   液0．1％の 点眼瓶 を取 り付 け，補

助 器具底面 か ら点眼瓶先 端 まで の 距 離 を測定 した （Type

3）．そ の 他 ，Type　1
，
2

，
4 に つ い て も距離 の 測定 を

加えた，

　 b ：健常者 を対象 に した 補助器具底面 か ら 睫毛 ま で の

長 さ の 測定

　健常者 14名 （男性 7名 ， 女性 7名，平均年齢37．8歳）

を対象に補助 器具 を顔 に セ ッ トし，補助 器 具底面 か ら睫

毛先端まで の 長 さ を測 定 した．

　 4 ）使 い や すい 高 さの ア ン ケート調査

　 3種類 の 高さの 異 なる 補助 器 具 （L，M ，　 H ）を自内

障手術 患者 （男性患者 4 名，平均年齢69歳）に 使用 して

もら い ，使 い や す さに 関す る ア ン ケ
ー

ト調査 を行 っ た．

　 5 ）改良前 と改良後の 補助器具 の 使 い や す さ に 関す る

比 較検討

　改良前 と改 良後 の そ れ ぞ れ の 補助 器 具 を 白内 障手術患

者 〔男 性 4名 ，平 均 年齢69歳 ；女性 6 名，平均 年齢75

歳） に使用 して もらい ，補助器具 の 使 い や す さ，使用感

な ど につ い て 口頭 に よる ア ン ケート調査 を実施 した ．

結 果

1． 点眼状況 の調 査

　点眼薬使用時 の 点 眼位置 を調査 し た結 果，84％ の 患 者

N 工工
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が 眼 内 に 滴 ド，16％ の 患者 は 正確に眼内滴下 が 不可能で

あ っ た （Fig．4 ）．

　点眼 薬使用時 に お ける 点眼瓶先端 と眼 との 距 離 を 調査

した結 果，32％ の 患 者 が，点眼瓶先端 を眼 に接触 させ て

点眼を行 っ て い た．そ して 47％ の 患者が点眼瓶先端を眼

や 睫毛に接触する危険性 の あ る 状態で 点眼 を行 っ て い た

（Fig，5 ）．

2． 補助 器 具に 点眼瓶 が 固定できるかの 検討

　点眼瓶先端 の 形 状 に よ っ て ，Type　1 〜4 の 4 種 類 に

分類 した，す べ て の タイ プで 点眼瓶 が補助器具 と固 定 さ

れ装脱着が 可 能で あ っ た，

3． 補助器具 の高さの検討

　Fig．3 に 示す よ うに，全 長36mm （L・Low サ イ ズ ） の

補助器具 を作製 した．こ の 結果，L ・Low サ イズ で は そ

の 底面積 が小 さく眼球を圧迫す る こ とが判明 し，以 後は

L ・Low サ イ ズ を 除 い た 3種 類 の H （全 長51mm ），　 M

（全 長46mm ），　 L （全 長41mm ） サ イ ズ に つ い て検討す る

こ と と した，

　次 に 健常 者14名 （男 性 8 名，女性 6名，平均年齢33

歳）を対象 に 補助器具 底面 か ら睫 毛 先 端 の 長 さを 測定 し

た結果，補助器具底面 か ら 睫毛先端まで の 長 さ は，最長

14mm で，平均値 は10．85mm で あ っ た．

　当院で は 自内障手術後 に バ ク シ ダ
ー

ル
 
点眼 液，ジ ク

A ．大塚 生 食注   100mL B ．改良前補助 器具

ρ

ゴ ム

薄 　　 改 良前 の 補助 器具 で は，
　 　 こ の 部分 で切 り落 として

〆　 　 い た．

C ．先端 の 断 面図

D ．ゴ ム と薄膜 を取 り除 き，
切 れ 目 を入 れ た 先端の 断面 図

切 り込 み

E ．点眼 瓶 セ ッ ト時

Fig．1．補助器具の 作製方法（改良前，改良後 ）

N 工工
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Type　1 Type　2

Type　3 Type　4

Fig．2．点 眼瓶先 端部分 の 分類

サ イズ ：H （51   ），M （46   ），L （41mm ），LL （36mm ）

Fig．3．補助 器具の 高さの 設定

ロ ード  点眼 液，リ ン デ ロ ン   液e．1％が使用 され る．各

点眼容器 を補助 器具 に装着し，補助 器 具底面 か ら点 眼瓶

容器先端 まで の 高 さを 測定 した 結果 を Tab 且e　1 に 示 し

　 　 　 16X

眼内に 滴下 で 告ない

　　 84％

〈■眼内に滴下 で きた

Fig．4．点 眼薬使 用時 に お け る滴 下位置 の 調 査

　　　［対象 1 白内障手術患者（n三19）］

た．Table　1に示 さ れ る よ うに，　 H ，　 M ，　 L サ イズ に それ

ぞ れ 各点眼容器 を装着 し た場合の 測定値 は 同
一

点眼瓶容

器 で は L サ イ ズ と比 較 し て H サ イ ズ が 高 い 値 を 示 し

た．測定値が そ れぞ れ異 な る の は，点眼容器 の 先端部分

の 長 さ，形状 に よ る もの と考えられ た，

な お ，Table　l に 示 され る よ うに 最短距離 は，　 L サ イ ズ

に ベ トプ テ ィ ッ ク
 
点眼液容器 を取 り付 け た 場合 の 10

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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阻に接触して

　 いる
　 　 　 s32X

　 眼 や睫毛に接触する危険無し

〆 　 　 21x

47X
丶 眼や雇毛に接触するk 険有り

Fig．5．点眼薬 使 用 時 に お け る 点眼 瓶 先端 と眼 と

　 　 　 の 距離

　　　［対象 ：白内障 手術患 者 （n＝19）］

mm で あっ た．

　そ して 白内障手術患者 （4 名）を対象 と した高さの 異

な る 3種類の 補助器具 の 使 い や す さ に関 す る ア ン ケート

調査を した結 果，L サ イズ が 使 い や す い と 回答 した 患 者

は 3名 （75％），M サ イ ズ が 使 い や す い と回答 した患者

は ユ名 （25％ ）で あ り，H サ イズ が使 い や す い と回 答 し

た患者は 0 名で あっ た ．

4　改良前と改良後 の 補助器具の 使 い やすさに 関する 比

較検討

　改良前お よ び改良後の 補助器具 を患者 に 各 々 使用 して

も ら い ，その 使 い や す さ を調 査 した 結果，100％ の 患者

が 改良後の 補助器具 を選択 した．

　改良後の 補 助 器具 を選 択 した 理由 は
，   片手で 点眼容

器 と補助具を持 て る か ら良 い ，  点眼容器 の 固定調節 も

行 い や すい ，  補助器 具 の 装 脱着の 取 り替 え時間 と点眼

間 隔時間 とが 3 〜5 分 間 と一
致 しち ょ う ど良い ，  どち

らか とい うと良い との 回答で あっ た．

考 察
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　 Fig．4 に 見られ る ように点眼 薬使用時 に お ける滴 下 位

置 を調査 した結果，16％ の 患者が 眼 内 に 滴 ドで きて い な

い こ とが 分 か っ た．ま た
，

Fig．5 に示 した点眼薬使用時

に お ける 点眼 瓶先端 と眼 との 距離 に つ い て，白内障手術

患者を対象 に調査 した結果，32％ の 患者が 眼 に 接触 させ

て 点眼 して い る こ と，47％ の 患 者 が 点眼瓶先端 を眼や 睫

毛 に接触す る 懸念性の ある 状態で点眼 して い る こ とが分

か っ た．点眼液 の 微 生 物汚染 を考慮す る と，点眼瓶 と眼

との
一

定距 離を保つ こ とが，患者 の 点眼 手技 向上 に 重 要

で ある と改め て 考え られ た．

　今回検討 した補助器 具 の素材 は生 理 食塩液 の 空 き容器

を用 い る こ と と した が，その 理 由 は，加 工 しや す い 素

材，廃材 を利用 す る こ とで コ ス トが 安価 だ と い う利点 も

あ る ．こ の 補助 器具 はユ0分間程度の 加工 時 間 で作製 で き

る こ と
， また ， 裁断断 面 は テープ 等で 覆 うこ と に よ り修

正 可能で ある こ とから作製者 に対する負担が 少 な い 点も

長所 だ と考 え られ た，

　点眼 瓶先端の 形状 に よ り分類 した各Type ユ〜4 の 4

種類 の 点眼瓶が，すべ て 補助器具 に 対 して 装脱着固定可

能 で あっ た．こ の 結 果 は，ほ と ん どす べ て の 点眼瓶 に対

して 今回検討 した補助器 具が 適応で き る と考 え られた．

　健常者 を対象 に 補助器具底面か ら睫 毛 先端 まで の 長 さ

を測定 した結果，14mm 以
一
ドで あ っ た こ と，ま た，補助

器具 底 面 か ら点 眼 瓶 先 端 ま で の 最短距離 が ，L サ イ ズ の

補助器具 に ベ トプ テ ィ ッ ク  
点眼液容器 を 取 り付け た

時，10mm 高 で あっ た，こ れ らの 結果 を考慮す る と，睫

毛 に つ か な い 安全 な 高 さ は 全長 46mm （M サ イズ ）以 上

が 必 要高だ と考 え られ た．

Tab 】e　l，点眼瓶装着時の 補 助 器 具 底 面 か ら点 眼 瓶

　　　 の 先 端 まで の 高 さ （mm ）

使用薬剤容器

L

補助器 具 の サ イ ズ

H

バ タンダ
ー
岨 点眼液響器

シ゚ タロ
ート．R点眼絞容難

，ンテ
．
ロ ンR液 1鴨客器

ビバ レフPンo．IX容za
サ胚

’
，ンR点眼被 1SC容器

タ封 YR点眼 液 2覧容暴

力“）YR点賑 液容 暴

カリ
ー
” R点眼被 容器

へ，トプ ティ，タR点眼浪容器

アドソ鯨
゜
鋤 ピ阻 点眼演容器

祭プ ト岨 点眼液 0．5X容器

タラピ 7トR点眼液容器
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点眼補 助器具の 使 用 に つ い て

  装 着時の 様子

  補助器具 を点眼 瓶 に取 り付 ける．1：左 写真 ）

  点眼瓶を眼に合わせ，滴 ドす る．（右写真 ）

Fig．6．患者 さ んへ の 説 明書

　白内障手術 患者 を対象 に 3 種類 の 高 さの 異 な る 補助器

具 を使用 し
， 使用感 の ア ン ケート調査 を行 っ た結 果 ，

一

番低 い 補助器具 で あ る L サ イ ズ が 使 い や す い と回 答

（75％ ）が あ っ た こ とか ら，患者 は，点眼瓶先端 が眼 に

近 い 方 が 使 い や すい と感 じ て い る こ とが 示唆 され た．し

か し，患者 は手術 の た め あらか じめ睫毛 を切 り落 と して

い る こ と，そして ，先述の 睫毛 につ か な い 高さの 検討で

安 全 な高 さは 全 長46mm （M サ イ ズ）以上が 適当 とい う

結果 を考慮 す る と，全長46mm （M サ イ ズ）の 高 さ が 至

適高だと考えら れ た．

　 改良前 と改良後 の 補助器具 に 対す る使い やす さの ア ン

ケ
ート調査 を行 っ た結果，全 員が 改 良後 の 補 助 器 具 が使

い や す い と回答 した．そ の 理 由は，片手で 点眼容 器 と補

助 具 を持て る た め，そ の 他の 動作が もう
一

方の 手で 出来

る か ら都合が 良い ，点眼容器 の 固定調節 も行い や す い 等

で あ っ た．

　 実際，市販の 点眼自助 具 と比較して 上肢機能低下 の あ

る 人 に も使 用 可 能 な こ と
4・6｝
，確実 に眼内 に滴 下 で きる

よ うに な っ た こ とか ら，患者か ら も操作性が 容易 と な っ

た とい う意見があ り，今後の 自己点眼 の 指導 に 活用で き

る もの と考 え られ た．補助具 を使用 して もら う際 の 「患

者 さんへ の 説明書」を Fig．6 に 示 した．

　 今後，患 者側 に立 っ た 点眼 指導 を，さ ら に 質的充実 さ

せ る よ う努力 したい と考えて い る．
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